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第40回定時株主総会招集ご通知に関しての

インターネット開示事項

計算書類の個別注記表

（2018年４月１日から2019年３月31日まで）

株式会社オービックビジネスコンサルタント

法令及び当社定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサ

イト（https://www.obc.co.jp）に掲載することにより、株主の皆様に提供し

ているものであります。

表紙
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

②　その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　事業年度の末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）

時価のないもの　　　　　　投資事業有限責任組合等に対する出資金

当該投資事業有限責任組合等の直近の事業年度における純資

産の当社持分割合で評価

その他

移動平均法による原価法

③　たな卸資産の評価基準及び評価方法

製品・原材料・仕掛品・貯蔵品

　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産　　　　　　　　定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降に取得

した建物附属設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　　３～15年

車両運搬具　４～６年

器具及び備品４～20年

②　少額減価償却資産　　　　　　取得価額が10万円以上20万円未満の少額減価償却資産について

は、３年間で均等償却しております。

③　無形固定資産　　　　　　　　ソフトウェア（自社利用分）については、社内における見込利

用可能期間（５年）による定額法によっております。

(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上してお

ります。

②　役員賞与引当金

役員の賞与支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を計上し

ております。

③　退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上

しております。

・退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方

法については、給付算定式基準によっております。

・数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

数理計算上の差異は、その発生時に一括して費用処理しております。

過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数（５年）による定額法により費用処理しております。

－ 1 －
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④　役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、当事業年度末における要支給額に相当する額を計上

しております。

(4) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

２．会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３．表示方法の変更に関する注記
（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）の適

用に伴い、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示する方法に変更しております。

４．会計上の見積りの変更に関する注記
該当事項はありません。

５．誤謬の訂正に関する注記
該当事項はありません。

６．貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 1,031,646千円

(2) 関係会社に対する金銭債権 短 期 金 銭 債 権 221千円

(3) 関係会社に対する金銭債務 短 期 金 銭 債 務 12,647千円

７．損益計算書に関する注記
　　関係会社との取引高 売 　 上 　 高 2,564千円

売 上 原 価 125,684千円

販売費及び一般管理費 9,619千円

８．株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 発行済株式の総数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 40,352千株 40,352千株 －千株 80,704千株

（注）当社は、2019年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。普通株

式の発行済株式の総数の増加は、当該株式分割によるものであります。

(2) 自己株式の数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 2,769千株 2,769千株 －千株 5,539千株

（注）当社は、2019年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。普通株

式の自己株式の数の増加2,769千株は、当該株式分割による増加2,769千株及び単元未満株式の買取

りによる増加106株であります。

－ 2 －
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(3) 剰余金の配当に関する事項

①　配当金支払額等

イ．2018年６月25日開催の第39回定時株主総会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 1,503,282千円

・１株当たり配当額 40円

・基準日 2018年３月31日

・効力発生日 2018年６月26日

ロ．2018年10月29日開催の取締役会決議による配当に関する事項

・配当金の総額 1,503,281千円

・１株当たり配当額 40円

・基準日 2018年９月30日

・効力発生日 2018年11月26日

②　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの

2019年６月24日開催の第40回定時株主総会において次のとおり付議いたします。

・配当金の総額 1,879,100千円

・１株当たり配当額 25円

・基準日 2019年３月31日

・効力発生日 2019年６月25日

(4) 当事業年度末日における新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

９．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項

　①　金融商品に対する取組方針

　　　余資の運用については、安全性、流動性及び収益性等の各種要素を総合的に考慮した上で、金

融商品を選定する方針を採っております。

　②　金融商品の内容及びそのリスク

　　　営業債権である受取手形、売掛金及び未収入金は、顧客の信用リスクに晒されております。

　　　投資有価証券は、主に配当収入を期待する投資有価証券の運用ですが、市場価格及び為替の変

動リスクに晒されております。

　　　営業債務である買掛金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であります。

　③　金融商品に係るリスク管理体制

　　・信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　営業債権については、販売管理規程及び売掛債権管理に関しての内規に従い、営業部門並

びに管理部門が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残

高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っており

ます。

・市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、

市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。

　④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定さ

れた価額が含まれております。当該価額の算定において変動要因を織り込んでいるため、異なる

前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

－ 3 －

個別注記表



2019/05/22 22:18:32 / 18481437_株式会社オービックビジネスコンサルタント_招集通知

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　　　2019年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりで

あります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません。

（（注）２.参照）

貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 97,839,792 97,839,792 －

(2）受取手形 2,363,287

(3）売掛金 7,724,886

(4）未収入金 6,211

　  　貸倒引当金（※１） △16,094

　 　 受取手形、売掛金及び未

収入金（純額）
10,078,290 10,078,290 －

(5）投資有価証券 29,535,561 29,535,561 －

(6）長期未収入金 65,880

　　　貸倒引当金（※２） △65,880

－ － －

資産計 137,453,644 137,453,644 －

(1）買掛金 316,438 316,438 －

(2）未払金 800,098 800,098 －

(3）未払法人税等 3,014,753 3,014,753 －

(4）未払消費税等 607,112 607,112 －

負債計 4,738,403 4,738,403 －

※１　受取手形、売掛金及び未収入金に対して計上している貸倒引当金を控除しています。

※２　長期未収入金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

(注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及び投資有価証券に関する事項

　　　資産

　　（1）現金及び預金、（2）受取手形、（3）売掛金、（4）未収入金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額

によっております。

　　（5）投資有価証券

投資有価証券の時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引所の価格又

は取引金融機関等から提示された価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関

する事項については、以下のとおりです。

①子会社株式及び関連会社株式

　関係会社株式（貸借対照表計上額16,093千円）は市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、記載しておりません。

－ 4 －
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②その他有価証券

種類
貸借対照表計上額

（千円）

取得原価

（千円）
差額（千円）

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

るもの

(1）株式 4,787,181 831,715 3,955,465

(2）債券

①国債・地方債等 － － －

②社債 － － －

③その他 － － －

(3）その他 24,748,380 10,406,565 14,341,814

小計 29,535,561 11,238,281 18,297,280

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

ないもの

(1）株式 － － －

(2）債券

①国債・地方債等 － － －

②社債 － － －

③その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 － － －

合計 29,535,561 11,238,281 18,297,280

(注）非上場株式（貸借対照表計上額　109,687千円）及び投資事業有限責任組合等の出資金（貸借対照

表計上額　255,003千円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

られることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

③当事業年度中に売却したその他有価証券

種類 売却額（千円）
売却益の合計額

（千円）

売却損の合計額

（千円）

（1）株式

（2）債券

　　①国債・地方債等

　　②社債

　　③その他

（3）その他

－

－

－

－

2,608

－

－

－

－

－

－

－

－

－

817

　合計 2,608 － 817

④減損処理を行った有価証券

　重要性が乏しいため記載を省略しております。

(6）長期未収入金

長期未収入金の時価の算定は、個別の回収可能性を検討し、回収不能見込額を貸倒引当金と

して控除した金額によっております。

－ 5 －
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　　　負債

　　（1）買掛金、（2）未払金、（3）未払法人税等、（4）未払消費税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に

よっております。

　　 ２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分 貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 109,687

投資事業有限責任組合 255,003

関係会社株式 16,093

(注）これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「(2)金融商品の時価等に関する事項」には含めておりません。

　　 ３．金銭債権の決算日後の償還予定額

１年以内

（千円）

１年超

５年以内

（千円）

５年超

10年以内

（千円）

10年超

（千円）

 現金及び預金 97,839,792 － － －

 受取手形 2,363,287 － － －

 売掛金 7,724,886 － － －

 未収入金 6,211 － － －

 長期未収入金 － 65,880 － －

　合計 107,934,177 65,880 － －

－ 6 －
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10．税効果会計に関する注記
(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

未払事業税否認額 164,721千円

未払費用否認 266,165千円

貸倒引当金繰入限度超過額 5,508千円

会員権評価損否認額 26,571千円

退職給付引当金繰入超過額 659,034千円

投資有価証券売却益 131,161千円

投資有価証券評価益 554,640千円

投資有価証券評価損否認 316,265千円

役員退職慰労引当金 291,364千円

その他 456,046千円

繰延税金資産計 2,871,478千円

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △5,599,219千円

繰延税金負債計 △5,599,219千円

繰延税金負債の純額 △2,727,740千円

(2) 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該

差異の原因となった主要な項目別の内訳

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実効税率の100分の5

以下であるため注記を省略しております。

11．持分法損益等に関する注記
当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会

社であるため、記載を省略しております。

－ 7 －
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12．関連当事者との取引に関する注記
(1) 親会社及び法人主要株主等

種 類
会社等の
名 称

資 本 金 又 は
出資金(千円)

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 係 内 容
取引の
内 容

取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）役 員 の

兼 任 等
事 業 上
の 関 係

その他の
関係会社

㈱オービッ
ク

19,178,800

コンピュータ
のシステムイ
ンテグレーシ
ョ ン 事 業 、
システムサポ
ー ト 事 業

(被所有)

直接

36.2％

兼任４人

当社ソフ
トウェア
プロダク
トの販売

営業取引 92 売掛金 －

(2) 兄弟会社等

種 類
会社等の
名 称

資 本 金 又 は
出資金(千円)

事業の内容
又 は 職 業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関 係 内 容
取引の
内 容

取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）役 員 の

兼 任 等
事 業 上
の 関 係

その他の
関係会社
の子会社

㈱オービック
オフィスオー
トメーション

320,000
ＯＡ関連機器
の 販 売 及 び
消耗品の販売

－ 兼任３人

当社ソフ
トウェア
プロダク
トの販売

営業取引 3,041,212 売掛金 1,507,580

（注）１．上記(1)及び(2)の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費

税等が含まれております。

２．取引条件ないし取引条件の決定方法等

市場の動向及び実勢価格を勘案して毎期価格交渉の上で決定しております。

13．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 1,535円82銭

(2) １株当たり当期純利益 133円98銭

（注）当社は、2019年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株

当たり純資産額及び１株当たり当期純利益は、当該株式分割が当事業年度の期首に行われたと仮

定してそれぞれ算定しております。

14．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

15．その他の注記
(1) 退職給付に関する注記

①　採用している退職給付制度の概要

当社は、従業員の退職給付に充てるため、非積立型の確定給付制度を採用しております。

なお、退職金一時金制度（非積立型制度）では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一

時金を支給します。

また、2017年４月１日付で当社は、退職一時金制度を最終給与比例方式から、従業員の勤続年数

や役職等に応じて付与されるポイントに基づいて給付額が計算されるポイント制に移行しており

ます。
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②　確定給付制度

イ．退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 1,505,249千円

勤務費用 314,259千円

利息費用 6,589千円

数理計算上の差異の発生額 230,270千円

退職給付の支払額 △12,192千円

退職給付債務の期末残高 2,044,176千円

ロ．退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

退職給付債務 2,044,176千円

未積立退職給付債務 2,044,176千円

未認識数理計算上の差異 －千円

未認識過去勤務費用 109,530千円

退職給付引当金 2,153,706千円

ハ．退職給付費用及びその内訳項目の金額

勤務費用 314,259千円

利息費用 6,589千円

数理計算上の差異の費用処理額 230,270千円

過去勤務費用の費用処理額 △36,510千円

確定給付制度に係る退職給付費用 514,608千円

ニ．数理計算上の計算基礎に関する事項

退職給付見込額の期間配分 給付算定式基準

割引率 0.3％（加重平均で表しております。）

(2) 資産除去債務に関する注記

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

①　当該資産除去債務の概要

本社及び支店等の不動産賃貸借契約書に伴う原状回復義務等であります。

②　当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から５～15年と見積り、割引率は国債流通利回りを使用して資産除去債務

の金額を計算しております。

③　当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 145,200千円

有形固定資産の取得に伴う増加額 －千円

時の経過による調整額 1,174千円

資産除去債務の履行による減少額 －千円

その他増減額（△は減少） －千円

期末残高 146,374千円
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